特定非営利活動（NPO）法人　　やましろ里山の会週刊ニュース　　2014年05月22日　513号
カワウのコロニーについて　現在繁殖地として利用しているコロニーの巨木の伐採は野鳥に大きな圧力をかけることになる。できるだけ穏和に対処が進められるのが最善と思われると中村圭子さんからの助言が届きました。また大植さんからはカワウが実際にどれだけの魚を食べるのかなどの調査結果をもとにした正確なデーターを持って対応されるのが望ましいと連絡をいただきました。
京都府山城教育局からの助言　木津川読本にかかわって　　木津川読本の贈呈にあたって前文を局のご指導を得て配布させていただくことになっていましたが、前号512号でその内容を紹介させていただきましたところ、文章が素案のものが掲載されてしまいました。掲載した翌日に外部の人からの問い合わせがあって、局から助言をいただきました。掲載した翌日の連絡に大変驚きました。予想外の反応の速さに驚愕した次第です。　翌日には即差し替えていただきました。
木津川読本の配達実施　5月16日（金）播川副理事長と吉村さん山村が木津川市、相楽東部、京田辺市の各教育委員会に読本を届けました。また19日（月）には深田理事長と山村が城陽市、久御山町、八幡市、精華町、井手町の各教育委員会の学校教育課に届けました。各委員会では良い本を寄贈頂きましてありがとうとお礼がありました。ある教育委員会の職員さんが、「素晴らしい内容のものです、購入します」と言ってこられました。又ある教育委員会ではこれだけ高価なものを寄贈頂いたのですから正式な手続きを行ってくださいと助言を頂くこともありました。受け取っていただいたみなさんは改めて内容の素晴らしさに感心されていました。（ちなみに一般の方々には木津川読本は１冊800円の協力金をお願いしています）山城教育局管内の小学校中学校のすべてに50冊づつを贈呈させていただきました。
19日　桜谷保之先生　里山農園の事前調査に来所　近畿大学生と里山の会から金田、青代、小泉さんの3名も同行　
これまで里山の会が行ってきて来た京田辺市の調査では見つけることが出来なかったエビネを今回新発見できました。京都府のレッドデータ―で準絶滅危惧種と指定さているものです。これが京都南部では公式に発表され記録に残るものとしては最初のものではないだろうかと思われます。普賢寺の谷にはこれまで数多くの希少植物が生育しています。いまイノシシの天国となっていて、環境パートナシップの皆さんが大切に保存されてきたシライトソウも見事にやられてしまったそうです。エビネやササユリ、コクラン、イチヤクソウなど希少植物の防護対策を打っておかなくてはいけないと思います。
毎日新聞社がレンリソウの取材に来所10日　開花中のレンリソウを紹介　11日朝刊に報道記事を掲載された。11日の日曜日の朝刊に大きく報道いただきました。新聞記事を見て24日の観察会に出席しますといった電話がありました。その日まで花が持ってくれればと気がかりです。
「レンリソウ観察会」開催　24日（土）　集合：午前10時：近鉄新田辺駅西口です。　
時間厳守でお越しください。参加費無料です。この花は発見したのは学校を退職されて間もない鈴木由紀枝さんでした。里山の会も多くの植物学者の先生も幾度もこの場所を調査していたのですが、アカツメクサやカラスノエンドウなどの赤紫の花の中に埋没していて、発見することが出来なったのです。まさかこんな場所に絶滅したとされているレンリソウが生育しているなどとほとんどの人が予想をしていなかったのです。そこを鈴木さんは注意深く丁寧に歩かれて、これ少し違うと「気づき」されての大発見となったのです。
親子田植え体験を実施25日（日）午前10時普賢寺小学校前集合　

参加協力費大人500円（小学生無料）当日受付です。
いま日本の農家が最も注目しているのがTPP交渉で、米や牛肉、豚肉に関してです。私たちの打田の田んぼでの稲作も大きく影響を受けることになります。こうした情勢の中での親子田植え体験も継続していくことができるのでしょうか？強く関心を持っています。
こうした中での取り組みです。まさに貴重なチャンスとなっています。大勢の皆さんのご参加をお待ちしています。午前10時普賢寺小学校前出発します。時間厳守でお越しください。ボタンの季節ですので、昼飯に「ぼた餅」を用意しています。お土産に淡竹のタケノコが採取できればお持ち帰りいただけます。五穀豊穣を願って参加者全員で祝詞を合唱して、田植えを始めます。小学生の皆さん大歓迎です。
20日　里山農園前の府道（生駒～井手線）工事の切り替えが実行されました。里山農園への駐車場を関係者に申し入れをしましたが、なかなかすげない返答でした。
2014年度地域力再生プロジェクト事業交付金の募集期限が6月2日となっています。昨年度はこの交付制度を利用して木津川読本や炭焼き屋根の設置、イノシシ防御柵の設置と大きな仕事ができました。週刊ニュースで前号まで届いている要望事業を紹介しましたが、会員の皆様において「自然を大切にする仲間の輪を大きくする」として身近なところでお気づきになった事業があれば連絡をお願いします。3年後には里山の会が発足して20周年を迎えることになります。2014年度通常総会で3年後を目指して大きな課題の解決に向かって取り組むことを決定しています。少し長い計画になりますが皆さんと力を合わせて頑張っていきましょう。
木津川清掃ウォーキング　6月1日午前10時集合　木津川左岸　近鉄鉄橋下　12時解散　
木津川堤防から季節を眺めましょう
京都御苑自然観察会　23日（金）　10時集合　京都地下鉄烏丸丸太町北改札口

新緑の京都御苑の自然の観察会です。会としては初めての取組みです。

皆さんのご参加をお待ちしています。
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